
 

①保存率日本一の水
みず

堀
ぼり

・ 郭
くるわ

（城内の広場） 

高岡城は 1609(慶⾧ 14)年の築城時から水堀と郭の形がほぼ変わっていない。日本の築城の

数・レベルがピークである慶⾧後期の「基準
きじゅん

」が現物
げんぶつ

をもってして分かり、高い歴史的価値

がある。日本の城を知りたかったら、「高岡城」へ！ 

 

②「連続
れんぞく

馬
うま

出
だし

」の設計が当時最先端！ 

高岡城は本丸を取りまく６つ全ての 郭
くるわ

が攻撃
こうげき

と防御
ぼうぎょ

を兼
か

ね備
そな

えた「馬
うま

出
だし

」（守るべき郭

の堀の外に造られた陣地
じ ん ち

）。 城 郭
じょうかく

考古
こ う こ

学者・千田
せ ん だ

嘉
よし

博
ひろ

先生も高く評価する「馬出」は、洋の

東西、時代を問わず、馬出が現れたらその城は「 究 極
きゅうきょく

の段階」（最適
さいてき

解
かい

）となる。それを

６つも連続させる高岡城は名古屋城と並び、馬出を高度に用いた 傑 出
けっしゅつ

した城。日本、及び

人類
じんるい

史上
しじょう

普遍
ふ へ ん

的な価値
か ち

を有
ゆう

すると高く評価
ひょうか

する。 

またこの設計は、1583 年に加賀
か が

松任
まっとう

城
じょう

を改
かい

修
しゅう

して以来、前田利⾧が試行
し こ う

錯誤
さ く ご

を重ね、

1605 年の富山城改修を経て、1609 年の高岡城へとバージョンアップしてきたものである。 

 

③富山県唯一の「日本百名城」！ 

 日本百名城は 2006 年 4 月 6 日（城の日）に、(公財)日本 城 郭
じょうかく

協会が選定
せんてい

。各県１～５

城、観光地としての知名度、文化財や歴史上の重要性、復元の正確性などをもとに、千田嘉博

先生ら専門家などの厳しい審査により選定された。選定委員⾧・新谷
にいたに

洋二先生は「城は地面に

穴を掘って溝
みぞ

（堀
ほり

）をつくり、掘り出した土を盛り上げて土手
ど て

（土塁
ど る い

）を築いたもの。建物は

不要であり、天守閣を城だと思っていた人は認識
にんしき

を改めて 頂
いただ

きたい」と語る。 

 

④ 築 城
ちくじょう

関連
かんれん

古文書
こ も ん じ ょ

が豊富
ほ う ふ

！ 

 高岡築城、及び城下町造成
ぞうせい

関連の前田利⾧ 書 状
しょじょう

などの古文書は約 60 点もあり、その経緯
け い い

が 詳 細
しょうさい

に分かり、極
きわ

めて貴重
きちょう

な事例
じ れ い

といえる。 

 

  

ここがすごいよ！ 高岡城 



⑤手厚
あつ

い地盤造成
じ ば ん ぞ う せ い

工事 

高岡城の発掘調査により、1609 年の築城時に城域全てに手厚い地盤造成工事が行われたこと

が判明
はんめい

した。いったん全ての 郭
くるわ

の土を 縄 文
じょうもん

時代の地層
ち そ う

が現われるまで掘り、広大な堀
ほり

を掘
ほ

って出た粘土質
ねんどしつ

の土と「礫
れき

」（小石）と混
ま

ぜた強度
きょうど

と水はけのバランスが 絶 妙
ぜつみょう

にとれた

人工的
じんこうてき

な土を城域全てに、数 10cm から、最大 10m 以上（本丸 南 隅
みなみすみ

）も積
つ

んで叩
たた

いて固め

ている。わずか半年以内という 超 突 貫
ちょうとっかん

工事であった高岡築城の裏で、こんな大変なことをし

ていた！ 

⑥400 年涸
か

れたことの無い水
みず

堀
ぼり

 

 庄 川
しょうがわ

の伏
ふく

流 水
りゅうすい

や雨水が水源
すいげん

とされる高岡城の水堀は、1996 年に玄
げん

手川
て か わ

（千
せん

保川
ほ が わ

支流）

から送水管
そうすいかん

を通して水を入れるまで、⾧らく水が涸
か

れたことが無いといわれていた。水がきれ

いだったので“塵不溜
ちりたまらず

”と呼ばれてきた「枡形
ますがた

堀
ぼり

」の博物館（鍛冶
か じ

丸）と動物園（明丸）の間

が湧水
ゆうすい

点といわれる。しかし、他２つの水堀に湧水点は未確認
みかくにん

で、枡形堀から極めてわずかず

つ他の水堀に浸透
しんとう

していたと考えられている。よって枡形堀の水位が最も高く、三の丸堀との

水位差は約 1m、内堀との差は約 2m もあったとされる。 

【オマケ】 

公園制度開始 2 年後に公園となった日本有数
ゆうすう

の近代公園！ 

また、高岡城跡は 1873 年に初めて日本に公園制度
せ い ど

が創設
そうせつ

された「太政官布告
だじょうかんふこく

第 16 号」の 

⑦「高岡台地
だ い ち

」のガケを利用 

 高岡城は広大な射水
い み ず

平野に浮島
うきしま

のようにある「高岡台地」（⾧さ約 1.7km、幅約 5～

600m）の最高所である 標 高
ひょうこう

約 15m 前後の地に建つ。高岡台地は特に北から西にかけて、ガ

ケ（崖）がハッキリしている（高低差約 10 数 m）。そのうえ、広大な 沼 沢
しょうたく

地（東側は水

田）もあり、城の防御力を高めていた。 

 

⑧3 度の「破壊
は か い

」の危機
き き

を回避
か い ひ

！ 

 高岡城は 1615 年の「一
いっ

国一
こくいち

城 令
じょうれい

」（及び 1638 年の破
は

城 令
じょうれい

）、明治初期の払下
はらいさ

げ開墾
かいこん

令、高度経済成⾧～バブル期の「開発
かいはつ

」も無く、３度の危機
き き

を回避
か い ひ

してきた〝奇跡
き せ き

の城〟とい

える。利⾧の遺志
い し

を継いだ利
とし

常
つね

、高岡町民・市民の努力の賜物
たまもの

であろう。 

 

 

 

 

わずか 2 年の 1875（明治 8）年 7 月 4 日に公園に指定された、日本でも有数の「近代公園」で

ある。そして、明治中～後期には、京都の庭師「植治
う え じ

」こと７代小川治兵衛
じ へ え

（弟子の広瀬万次

郎）、及び「祖庭
そ て い

」こと東京府・市の造園家・⾧岡安平
やすへい

という東西の二大巨頭
きょとう

というべき

造園家
ぞうえんか

の手が入っており、近代公園としても極
きわ

めて価値
か ち

が高い。 


